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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
真
・
恋
姫
†
三
国
伝
　
Ｂ
Ｂ
Ｗ
創
世
記

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
６
８
８
Ｚ

【
作
者
名
】

　
ｋ
ｋ
ｋ

【
あ
ら
す
じ
】

　
か
つ
て
光
り
輝
く
３
人
の
ガ
ン
ダ
ム
と
４
人
の
女
神
と
４
匹
の
獣
が
天
か
ら

降
り
立
っ
た
地
、
三
璃
紗
。
神
話
の
『
三
候
』
と
『
四
神
姫
』
と
『
四
聖
獣
』

と
呼
ば
れ
る
彼
ら
は
協
力
し
て
世
界
を
平
定
す
る
と
・
・
太
陽
と
月
と
海
と
大

地
と
な
っ
て
世
界
を
安
定
し
て
い
た
。
や
が
て
遥
か
な
時
が
流
れ
・
・
・
・
・

『
三
璃
紗
、
闇
に
包
ま
れ
る
と
き
、
『
三
候
』
の
魂
や
ど
り
し
輝
け
る
ガ
ン
ダ

ム
と
『
四
神
姫
』
の
力
を
受
け
継
ぎ
し
乙
女
、
聖
印
た
る
玉
璽
と
天
の
遣
い
の

導
き
を
受
け
、
こ
こ
に
闇
を
打
ち
払
わ
ん
・
・
・
・
』
三
璃
紗
神
話
『
Ｇ
記
』

よ
り
。
後
に
『
三
国
伝
』
と
呼
ば
れ
る
風
雲
豪
傑
の
時
代
。
こ
れ
は
あ
ま
た
の
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星
の
如
く
乱
世
に
煌
め
き
、
熱
き
侠
達
と
美
し
き
乙
女
達
の
物
語
で
あ
る
。
Ｂ

Ｂ
Ｗ
創
世
記
編
を
参
考
に
し
た
小
説
で
す
。
ｋ
ｋ
ｋ
ス
タ
ジ
ア
ム
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呂
布
・
貂
蝉
編
 

前
編
（
前
書
き
）

Ｂ
Ｂ
Ｗ
創
世
記
の
ほ
う
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

Ｐ
Ｓ
２
版
の
真
・
恋
姫
†
夢
想
の
魏
編
を
ク
リ
ア
ー
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
呉

編
を
プ
レ
イ
し
ま
す

で
は
ま
ず
ネ
タ
が
多
か
っ
た
呂
布
・
貂
蝉
編
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
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呂
布
・
貂
蝉
編
 

前
編

こ
こ
は
?
陽
の
玉
座
の
間
で
は
馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３
と
馬
騰
（
真

名
・
菫
）
と
西
涼
軍
が
拘
束
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
眼
の
前
に
は
霊
帝
ガ
ン
ダ
ム
、

董
卓
ザ
ク
、
李
儒
シ
ャ
ッ
コ
ー
、
張
譲
が
い
た

李
儒
シ
ャ
ッ
コ
ー

「
西
涼
反
乱
軍
首
謀
者
・
馬
騰
に
次
ぐ
！
！
朝
廷
に
背
き
、
三
璃
紗
を
混
乱
に

陥
れ
た
罪
に
よ
り
西
涼
軍
は
一
同
こ
の
場
で
斬
首
！
！
二
人
の
馬
騰
は
後
日
、

引
き
回
し
の
上
牛
裂
き
の
荊
に
処
す
！
！
」

納
得
の
い
か
な
い
馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３
と
菫
は

馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３

「
黙
れ
！
！
霊
帝
陛
下
！
！
騙
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
、
我
ら
は
決
し
て
反
逆

者
な
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
！
」

菫「
三
璃
紗
を
混
乱
に
陥
れ
た
張
本
人
は
・
・
・
・
そ
こ
に
い
る
董
卓
な
の
で
す

！
！
」

そ
れ
を
聞
い
た
董
卓
ザ
ク
と
張
譲
は
・
・
・
・

張
譲

「
乱
心
者
が
何
か
ほ
ざ
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
・
・
・
お
聞
き
遊
ば
れ
ま
し
た

か
、
陛
下
？
」

霊
帝
ガ
ン
ダ
ム

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」
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馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３

「
へ
っ
・
・
・
・
陛
下
・
・
・
・
・
！
！
！
」

菫「
そ
ん
な
・
・
・
・
」

董
卓
ザ
ク

「
く
く
く
・
・
・
・
見
て
の
通
り
だ
馬
騰
！
！
！
陛
下
は
お
怒
り
の
あ
ま
り
お

言
葉
に
す
ら
な
い
そ
う
じ
ゃ
！
！
！
」

馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３

「
董
卓
、
張
譲
！
！
！
」

菫「
貴
様
ら
！
！
」

そ
し
て
・
・
・
・

董
卓
ザ
ク

「
や
れ
い
！
！
」

馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３

「
よ
・
・
・
よ
せ
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
！
！
」

菫「
や
め
ろ
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
！
！
！
！
」

兵
士
達
に
よ
っ
て
西
涼
軍
は
惨
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
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董
卓
ザ
ク

「
ふ
は
は
は
は
は
は
！
！
！
思
い
知
っ
た
か
偉
大
な
る
霊
帝
陛
下
に
逆
ら
う
と

い
う
こ
と
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
！
！
！
」

そ
し
て
、
馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３
と
菫
も
連
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
っ
た

朝
廷
で
の
絶
大
な
権
力
を
手
に
し
た
董
卓
は
日
に
日
に
そ
の
暴
虐
ぶ
り
を
増
し
・

・
・
・
も
は
や
霊
帝
で
す
ら
董
卓
の
言
う
が
ま
ま
に
な
っ
て
い
た

呂
布
・
貂
蝉
編
　
前
編

翌
日
、
こ
こ
は
王
允
邸
で
は
・
・
・

張
温
シ
ュ
ツ
ル
ム
・
デ
ィ
ア
ス

「
も
う
我
慢
な
ら
ん
！
！
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ら
西
涼
軍
の
鎮
圧
に
向
か
う

べ
き
で
は
な
か
っ
た
！
！
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
張
温
将
軍
の
言
う
と
お
り
だ
！
！
も
は
や
董
卓
を
生
か
し
て
は
お
け
ぬ
！
！

す
ぐ
に
で
も
暗
殺
計
画
を
実
行
に
移
す
べ
き
だ
！
！
」

詠「
そ
う
で
す
ね
、
そ
の
お
か
げ
で
同
じ
名
前
を
持
っ
て
い
る
月
が
苦
し
め
ら
れ

て
い
る
者
で
す
も
の
」

月「
こ
ん
な
こ
と
し
た
く
な
い
け
れ
ど
・
・
・
・
陛
下
も
困
っ
て
い
ま
し
た
し
・
・

」
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何
進

「
こ
こ
は
暗
殺
計
画
を
立
て
る
べ
き
じ
ゃ
！
！
」

一
同
は
董
卓
ザ
ク
の
暗
殺
計
画
を
立
て
る
と
言
う
が
・
・
・
・

王
允
ジ
オ
ン
グ

「
だ
が
、
董
卓
は
宮
中
の
全
権
を
掌
握
し
、
近
づ
く
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら
ぬ
・
・

・
我
ら
だ
け
で
は
・
・
・
」

何
進

「
で
は
党
鈷
の
禁
で
都
を
追
わ
れ
た
蘆
埴
将
軍
と
司
馬
徽
公
を
呼
び
も
ど
し
て

は
い
か
が
か
の
う
？
」

王
允
ジ
オ
ン
グ

「
い
や
彼
ら
は
追
放
さ
れ
た
の
で
は
な
く
自
ら
野
に
下
っ
た
と
聞
く
今
更
朝
廷

の
た
め
に
は
動
く
ま
い
・
・
・
」

詠「
な
ら
旧
十
常
待
達
の
討
伐
に
活
躍
し
た
名
門
袁
家
の
力
を
借
り
れ
ば
・
・
・
・

」一
同
は
悩
ん
で
い
る
と
・
・
・
・
・
・
そ
こ
へ
・
・
・
・

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
お
話
し
中
失
礼
し
ま
す
。
お
父
様
、
お
茶
の
支
度
が
整
い
ま
し
た
が
・
・
・
・

」月「
貂
蝉
さ
ん
・
・
・
・
」
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貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
な
ん
だ
、
月
達
も
来
て
い
た
の
か
？
」

王
允
ジ
オ
ン
グ

「
こ
ち
ら
に
来
な
さ
い
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
は
お
茶
の
支
度
を
始
め
た

何
進

「
相
変
わ
ら
ず
美
し
い
な
貂
蝉
は
・
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
い
や
美
し
い
だ
け
で
は
な
い
、
こ
の
佇
ま
い
・
・
・
・
武
芸
の
才
も
相
当
な

も
の
だ
・
・
・
ど
う
だ
王
允
殿
、
貂
蝉
を
ワ
シ
に
預
け
て
見
ぬ
か
？
一
流
の
女

武
将
に
育
て
て
見
せ
る
ぞ
」

詠「
丁
原
将
軍
、
ま
た
そ
の
話
で
す
か
・
・
・
」

王
允
ジ
オ
ン
グ

「
貴
公
に
は
勇
猛
果
敢
と
名
高
い
養
子
達
が
お
る
で
は
な
い
か
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
一
人
は
武
勇
一
辺
倒
す
ぎ
る
・
・
・
・
」

す
る
と
・
・
そ
こ
へ
・
・
・
・

恋「
義
父
様
・
・
・
・
」
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丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
お
お
、
恋
に
ね
ね
か
、
ど
う
し
た
の
だ
？
」

恋
と
音
々
音
が
出
て
き
た

恋「
こ
の
子
拾
っ
た
・
・
・
・
」

恋
の
腕
に
は
一
匹
の
子
犬
が
い
た

音
々
音

「
ね
ね
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
子
を
飼
っ
て
も
よ
ろ
し
い
の
で
は
・
・
・

・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
し
か
し
な
・
・
・
う
ち
に
は
た
く
さ
ん
動
物
が
・
・
・
」

恋「
・
・
・
・
・
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
わ
・
・
・
わ
か
っ
た
・
・
・
そ
の
代
わ
り
、
ち
ゃ
ん
と
面
倒
を
み
る
の
だ
ぞ
・

・
・
・
」

恋「
ん
・
・
・
・
・
」

恋
は
う
れ
し
そ
う
に
う
な
づ
い
た

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
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「
も
う
一
人
も
あ
の
よ
う
に
ボ
ヤ
っ
と
し
て
い
る
が
・
・
本
当
は
心
優
し
い
よ

い
娘
じ
ゃ
」

す
る
と
・
・
・
・
貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
は
お
茶
の
支
度
を
止
め
た
。
恋
も
子
犬
を

音
々
音
に
預
け
た

王
允
ジ
オ
ン
グ

「
ん
？
ど
う
し
た
の
か
貂
蝉
？
」

音
々
音

「
恋
殿
？
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
恋
・
・
・
・
！
！
」

恋「
そ
こ
！
！
！
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
と
恋
は
武
器
を
投
げ
た
。
そ
こ
か
ら
密
偵
の
兵
士
が
現
れ
た

張
温
シ
ュ
ツ
ル
ム
・
デ
ィ
ア
ス

「
こ
っ
・
・
・
こ
れ
は
！
！
？
」

何
進

「
ま
さ
か
董
卓
の
・
・
・
」

恋「
お
前
・
・
・
何
者
？
」

す
る
と
問
い
詰
め
ら
れ
た
密
偵
は
自
ら
の
首
に
短
刀
を
突
き
刺
し
、
自
害
し
た



11

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
自
ら
命
を
断
つ
と
は
・
・
・
・
こ
や
つ
た
だ
の
密
偵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・

・
」

詠「
ま
さ
か
・
・
・
董
卓
が
・
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
他
に
誰
が
い
る
！
！
よ
も
や
朝
廷
の
元
老
た
る
王
允
殿
と
月
に
密
偵
が
つ
い

て
お
る
と
は
・
・
・
事
は
一
刻
を
争
う
ぞ
！
！
」

月「
・
・
・
・
王
允
様
・
・
・
・
」

王
允
ジ
オ
ン
グ

「
ど
う
や
ら
・
・
・
我
々
も
覚
悟
を
決
め
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
じ
ゃ
・
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
で
は
い
よ
い
よ
決
行
を
！
？
」

月「
は
い
、
今
夜
、
宮
中
で
西
涼
制
圧
の
祝
宴
が
開
か
れ
ま
す
・
・
・
陛
下
の
御

前
を
血
で
汚
す
こ
と
は
恐
れ
多
い
け
ど
・
・
・
全
て
は
三
璃
紗
の
明
日
の
た
め

で
す
」

そ
し
て
、
夜
に
な
り
宮
廷
は
祝
宴
が
行
わ
れ
て
い
た
。
王
允
ジ
オ
ン
グ
、
張
温

シ
ュ
ツ
ル
ム
・
デ
ィ
ア
ス
、
貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
、
月
、
詠
は
向
か
っ
た

張
温
シ
ュ
ツ
ル
ム
・
デ
ィ
ア
ス
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「
こ
っ
・
・
・
・
こ
れ
は
！
！
？
」

詠「
あ
い
つ
！
！
陛
下
の
上
座
に
！
！
」

そ
こ
に
は
上
座
に
座
っ
て
い
る
董
卓
ザ
ク
が
い
た

董
卓
ザ
ク

「
お
お
、
王
允
殿
に
張
温
将
軍
、
そ
れ
か
ら
月
と
賈
駆
か
・
・
・
よ
う
来
た
の

ぅ
」

張
温
シ
ュ
ツ
ル
ム
・
デ
ィ
ア
ス

「
董
卓
将
軍
！
！
霊
帝
陛
下
を
差
し
置
い
て
上
座
に
陣
取
る
と
は
・
・
・
何
と

不
遜
な
・
・
・
・
」

詠「
そ
う
よ
！
！
そ
れ
に
気
軽
に
月
の
真
名
を
よ
ば
な
い
で
よ
ね
！
！
」

董
卓
ザ
ク

「
あ
あ
ん
？
ワ
シ
と
同
じ
名
を
持
つ
も
の
が
呼
べ
ば
、
紛
ら
わ
し
い
で
は
な
い

か
・
・
・
そ
れ
に
こ
れ
は
陛
下
か
ら
ワ
シ
へ
の
さ
さ
や
か
な
お
気
づ
か
い
よ
・
・

そ
う
で
す
な
、
陛
下
？
」

霊
帝
ガ
ン
ダ
ム

「
・
・
・
・
・
・
・
」

張
温
シ
ュ
ツ
ル
ム
・
デ
ィ
ア
ス
と
詠
は
怒
り
だ
そ
う
と
す
る
が
、
王
允
ジ
オ
ン

グ
と
月
に
止
め
ら
れ
た

董
卓
ザ
ク
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「
ん
？
王
允
殿
が
連
れ
て
お
る
の
は
そ
な
た
の
娘
か
？
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
は
い
貂
蝉
で
ご
ざ
い
ま
す
」

董
卓
ザ
ク

「
お
お
・
・
・
美
し
い
・
・
・
ど
れ
こ
こ
へ
き
て
舞
で
も
見
せ
い
・
・
・
・
」

そ
し
て
、
貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
は
舞
を
踊
り
始
め
た
。
美
し
い
舞
を
見
せ
る
。
す

る
と
自
ら
の
扇
で
明
か
り
が
消
え
た

董
卓
ザ
ク

「
！
！
？
む
、
明
か
り
が
・
・
・
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
董
卓
・
・
・
・
・
覚
悟
！
！
！
！
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
は
決
死
の
覚
悟
で
董
卓
ザ
ク
を
攻
撃
し
た
。
そ
し
て
明
か
り

が
つ
け
ら
れ
る
と
・
・
・
・
そ
こ
に
は
暗
殺
寸
前
で
あ
る
が
腕
を
掴
ま
れ
て
し

ま
っ
た
貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
の
す
が
た
が
あ
っ
た

月（
そ
ん
な
・
・
・
）

詠（
失
敗
し
た
の
・
・
・
・
）

月
と
詠
は
向
か
お
う
と
す
る
が
・
・
・

華
雄
ザ
ン
ネ
ッ
ク
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（
待
て
、
今
行
け
ば
月
様
も
囚
わ
れ
て
し
ま
う
！
！
）

藍（
詠
、
月
様
を
お
連
れ
し
て
、
逃
げ
ろ
！
！
）

詠
は
藍
の
言
う
と
お
り
に
し
て
、
月
を
連
れ
て
逃
げ
た

董
卓
ザ
ク

「
フ
フ
フ
・
・
・
・
殺
気
ま
で
美
し
い
娘
よ
の
う
・
・
・
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
く
っ
・
・
・
・
」

王
允
ジ
オ
ン
グ

「
貂
蝉
！
！
」

董
卓
ザ
ク

「
王
允
殿
、
陛
下
の
前
で
狼
藉
を
働
け
ば
ど
う
な
る
か
・
・
知
ら
ぬ
わ
け
で
は

あ
る
ま
い
？
」

張
温
シ
ュ
ツ
ル
ム
・
デ
ィ
ア
ス

「
か
く
な
る
上
は
！
！
」

張
温
シ
ュ
ツ
ル
ム
・
デ
ィ
ア
ス
は
武
器
を
持
っ
て
董
卓
ザ
ク
に
襲
い
か
か
ろ
う

と
す
る
が

董
卓
ザ
ク

「
愚
か
者
め
！
！
」

張
温
シ
ュ
ツ
ル
ム
・
デ
ィ
ア
ス
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「
ぐ
っ
・
・
・
・
・
・
・
」

張
温
シ
ュ
ツ
ル
ム
・
デ
ィ
ア
ス
は
董
卓
ザ
ク
が
投
げ
た
短
刀
に
刺
さ
り
、
不
意

を
つ
か
れ
・
・
・

董
卓
ザ
ク

「
華
雄
、
胡
軫
！
！
や
れ
ぃ
！
！
！
」

華
雄
ザ
ン
ネ
ッ
ク
、
胡
軫
ギ
ャ
ン

「
「
は
っ
！
！
」
」

藍「
ま
っ
・
・
・
待
て
！
！
」

華
雄
ザ
ン
ネ
ッ
ク

「
す
ま
ん
、
こ
の
ま
ま
お
と
な
し
く
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
・
・
・

・
」

華
雄
ザ
ン
ネ
ッ
ク
と
胡
軫
ギ
ャ
ン
の
二
人
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、

兵
士
達
は
王
允
ジ
オ
ン
グ
を
と
ら
え
た

董
卓
ザ
ク

「
元
老
と
い
え
ど
ワ
シ
に
逆
ら
う
こ
と
は
許
さ
ぬ
！
！
王
允
を
地
下
牢
に
ぶ
ち

込
め
！
！
！
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
お
父
様
！
！
」

王
允
ジ
オ
ン
グ

「
逃
げ
ろ
貂
蝉
！
！
」
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貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
は
胡
蝶
を
出
し
て
、
逃
げ
出
し
た

董
卓
ザ
ク

「
娘
は
逃
げ
た
か
・
・
・
・
」

李
儒
シ
ャ
ッ
コ
ー

「
い
か
が
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
？
」

董
卓
ザ
ク

「
放
っ
て
お
け
、
し
ば
ら
く
泳
が
せ
て
仲
間
も
全
て
あ
ぶ
り
出
す
の
だ
」

李
儒
シ
ャ
ッ
コ
ー

「
御
意
に
ご
ざ
い
ま
す
」

そ
の
こ
ろ
、
貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
は
丁
原
邸
に
や
っ
て
き
た

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
丁
原
将
軍
！
！
丁
原
将
軍
は
戻
ら
れ
ま
し
た
か
！
！
」

す
る
と
・
・
・
・

恋「
貂
蝉
？
」

音
々
音

「
こ
ん
な
夜
中
に
な
ん
の
よ
う
な
の
で
す
？
」

恋
と
音
々
音
が
出
て
き
た
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貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
恋
か
・
・
・
一
大
事
だ
！
！
急
ぎ
丁
原
将
軍
に
御
取
次
を
・
・
・
」

す
る
と
・
・
・
・

？
？
？

「
恋
、
誰
か
来
た
の
か
？
」

恋「
奉
先
・
・
・
・
」

す
る
と
、
ど
こ
か
ら
武
器
が
現
れ
た
。
そ
し
て
、
鋭
い
瞳
を
し
た
侠
が
現
れ
た

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
そ
い
つ
は
誰
だ
？
」

音
々
音

「
呂
布
殿
、
こ
の
者
は
王
允
様
の
娘
の
貂
蝉
殿
で
す
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
ほ
う
・
・
・
・
親
父
殿
は
ま
だ
戻
っ
て
い
な
い
が
部
屋
で
待
つ
か
？
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
・
・
・
・
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
陳
宮
、
案
内
し
ろ
」

音
々
音

「
は
い
、
で
は
こ
ち
ら
へ
・
・
」
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貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
は
恋
と
音
々
音
に
話
し
た

音
々
音

「
な
ん
で
す
と
ー
！
！
！
？
董
卓
へ
の
暗
殺
が
失
敗
し
、
張
温
殿
が
殺
さ
れ
、

王
允
様
が
囚
わ
れ
た
で
す
と
ー
！
！
！
！
？
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
あ
あ
、
し
か
し
、
月
と
詠
は
何
と
か
逃
げ
ら
れ
た
か
ら
大
丈
夫
だ
」

恋「
よ
か
っ
た
・
・
・
・
・
」

す
る
と
・
・
・
隣
の
部
屋
で
酒
を
飲
ん
で
い
た
は
ず
の
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
が
や

っ
て
き
た

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
恋
、
陳
宮
、
酒
が
切
れ
た
。
買
い
に
行
っ
て
来
い
」

恋「
・
・
・
・
・
わ
か
っ
た
」

音
々
音

「
で
は
・
・
・
・
貂
蝉
殿
、
し
ば
し
お
待
ち
を
・
・
・
・
」

そ
し
て
、
二
人
は
外
へ
出
た
。
す
る
と
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
は
貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

に
近
づ
い
た

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
あ
の
何
か
？
」
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呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
フ
フ
フ
・
・
・
・
貴
様
は
魂
の
声
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
か
？
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
魂
？
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
怒
り
、
憎
し
み
、
恐
怖
・
・
・
人
間
の
奥
底
に
眠
る
魂
の
声
が
戦
士
の
本
能

を
突
き
動
か
す
！
！
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
は
貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
に
口
づ
け
し
た

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
無
礼
者
！
！
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
恐
ろ
し
い
か
・
・
・
俺
が
・
・
・
？
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
そ
・
・
・
・
そ
れ
以
上
近
づ
け
ば
た
だ
で
は
済
ま
さ
ぬ
ぞ
！
！
！
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
は
胡
蝶
を
繰
り
出
す
が
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
は
構
わ
ず
進
ん
で

い
た

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
い
や
・
・
・
あ
あ
あ
・
・
・
・
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
そ
う
だ
・
・
・
求
め
た
の
は
・
・
お
前
だ
！
！
！
」
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貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
い
や
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
の
悲
鳴
は
外
に
い
る
恋
と
音
々
音
に
も
聞
こ
え
た

恋「
・
・
・
・
・
・
・
」

音
々
音

「
恋
殿
・
・
・
・
」

恋「
空
耳
・
・
・
・
」

そ
し
て
、
翌
日
、
?
陽
で
は
・
・
・
・

兵
士
達
の
行
列
が
続
い
て
い
た
。
そ
の
先
に
は
拘
束
さ
れ
た
王
允
ジ
オ
ン
グ
が

い
た

民「
お
い
、
あ
れ
・
・
・
・
」

民「
王
允
様
じ
ゃ
な
い
か
・
・
・
」

民「
朝
廷
の
元
老
が
こ
ん
な
目
に
あ
わ
さ
れ
る
な
ん
て
・
・
三
璃
紗
は
ど
う
な
っ

て
し
ま
う
ん
だ
？
」
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そ
し
て
、
司
令
官
が
・
・
・

司
令
官

「
者
ど
も
！
！
王
允
は
董
卓
様
の
暗
殺
を
謀
っ
た
大
逆
族
で
あ
る
！
！
董
卓
様

に
仇
な
す
も
の
は
す
な
わ
ち
霊
帝
陛
下
に
仇
な
す
も
同
じ
！
！
国
家
の
逆
族
が

ど
ん
な
末
路
を
た
ど
る
か
・
・
貴
様
た
ち
も
よ
く
見
て
お
く
が
い
い
！
！
！
！
」

王
允
ジ
オ
ン
グ

「
ぐ
わ
あ
！
！
！
！
？
」

王
允
ジ
オ
ン
グ
は
鞭
で
叩
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
・
・
丁
原
リ
グ
・
コ
ン

テ
ィ
オ
を
見
つ
け
た
。

そ
し
て
、
丁
原
邸
で
は
・
・
・
・

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
お
父
様
が
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
う
む
、
暗
殺
を
謀
っ
た
見
せ
し
め
に
都
中
を
引
き
回
し
さ
れ
て
な
・
・
と
て

も
静
止
で
き
る
よ
う
な
光
景
で
は
な
か
っ
た
・
・
・
」

月「
ひ
ど
い
・
・
・
」

す
る
と
詠
が
喋
り
始
め
た

詠「
そ
れ
で
丁
原
将
軍
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
さ
る
お
つ
も
り
で
す
？
」
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丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
無
論
、
董
卓
を
打
ち
倒
す
！
！
だ
が
そ
の
前
に
何
と
し
て
も
王
允
殿
を
救
い

だ
さ
ね
ば
！
！
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
い
け
ま
せ
ん
将
軍
！
！
」

月「
貂
蝉
さ
ん
・
・
・
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
も
と
よ
り
父
は
命
を
捨
て
る
覚
悟
で
決
起
し
た
の
で
す
！
！
父
の
志
を
無
駄

に
し
な
い
た
め
に
も
今
は
董
卓
を
討
つ
こ
と
に
全
て
を
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
貂
蝉
・
・
・
・
娘
の
お
前
が
一
番
つ
ら
か
ろ
う
・
・
・
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
覚
悟
な
ら
で
き
て
い
ま
す
・
・
・
」

詠「
貴
方
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
け
ど
私
達
も
王
允
様
を
ほ
っ
と
け
な
い

も
の
・
・
・
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
え
っ
・
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
詠
の
言
う
と
お
り
だ
。
父
親
を
見
殺
し
に
し
た
と
な
れ
ば
お
前
の
心
に
は
一

生
消
え
な
い
傷
が
残
る
。
ワ
シ
は
お
前
に
そ
の
よ
う
な
悲
し
い
人
生
を
歩
ま
せ
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た
く
な
い
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
の
言
葉
に
貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
は
涙
を
流
し
た
。
す
る

と
・
・
・

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
親
父
殿
・
・
」

恋「
月
・
・
・
・
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
！
！
！
！
！
？
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
が
来
た
こ
と
で
貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
の
顔
は
青
ざ
め
た

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
奉
先
に
恋
か
、
ど
う
か
し
た
の
か
？
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
朝
廷
か
ら
出
仕
し
ろ
と
通
達
が
来
た
」

月「
本
当
で
す
か
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
と
月
は
通
達
を
呼
ん
だ
。
す
る
と
・
・
・

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
こ
・
・
・
こ
れ
は
！
！
？
」
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月「
そ
ん
な
・
・
・
・
・
」

詠「
董
卓
の
奴
、
ど
う
や
ら
僕
達
に
探
り
を
入
れ
て
き
た
み
た
い
ね
」

月「
貂
蝉
さ
ん
、
顔
色
が
悪
い
で
す
け
ど
大
丈
夫
で
す
か
？
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
い
や
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
そ
う
心
配
す
る
な
。
こ
こ
に
い
れ
ば
安
全
だ
。
お
前
は
こ
こ
で
待
っ
て
い
な

さ
い
。
恋
、
馬
を
用
意
し
ろ
」

恋「
ん
・
・
・
・
・
」

そ
し
て
、
恋
と
丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
、
月
、
詠
は
部
屋
を
出
た

す
る
と
・
・
・

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
な
ぜ
本
当
の
こ
と
を
言
わ
な
い
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
え
・
・
・
・
！
？
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
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「
父
な
ど
見
捨
て
て
逃
げ
出
し
た
い
・
・
・
誰
で
も
い
い
か
ら
今
す
ぐ
こ
の
身

を
抱
い
て
欲
し
い
。
ふ
ふ
ふ
・
・
そ
れ
ほ
ど
叫
ん
で
い
て
は
ま
る
聞
こ
え
だ
ぞ
・

・
・
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
ば
・
・
馬
鹿
な
・
・
・
私
は
・
・
・
・
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
教
え
て
や
る
！
！
貴
様
が
求
め
て
い
る
も
の
は
・
・
・
自
分
が
生
き
て
い
る

と
い
う
命
の
証
だ
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
な
、
何
を
・
・
・
・
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
俺
に
は
分
る
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
ほ
ど
に
昂
る
魂
・
・
・
貴
様
の
奥
底
に
燃

え
上
が
る
浅
ま
し
い
女
の
性
が
な
！
！
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
無
礼
な
・
・
・
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
は
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
の
手
を
払
っ
た

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
ふ
・
・
・
逃
げ
出
し
く
ば
逃
げ
れ
ば
い
い
俺
を
殺
し
た
く
ば
殺
せ
ば
い
い
。

己
の
魂
の
声
に
殉
ず
る
者
だ
け
が
生
き
た
証
を
手
に
す
る
事
が
出
来
る
・
・
・
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
魂
の
・
・
・
・
声
・
・
・
」
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す
る
と
・
・
・
・

求
め
た
の
は
・
・
・
・
お
前
だ

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
違
う
・
・
・
違
う
！
！
」

求
め
た
の
は
・
・
・
・
お
前
だ
！
！
！

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
違
う
！
！
！
私
は
・
・
私
は
！
！
私
じ
ゃ
な
い
・
・
・
・
私
は
求
め
て
な
ど

い
な
い
！
！
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
は
泣
き
崩
れ
た
。
そ
し
て
、
同
時
の
そ
の
瞳
の
色
が
変
わ
っ

た
・
・
・
・

そ
の
こ
ろ

恋「
奉
先
・
・
・
・
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
な
ん
だ
、
俺
に
何
の
用
だ
？
」

恋「
貂
蝉
に
何
し
た
の
？
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
何
故
そ
ん
な
事
を
聞
く
！
！
お
前
に
は
関
係
な
い
こ
と
だ
！
！
」
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恋「
奉
先
の
顔
を
見
た
途
端
、
顔
色
が
悪
く
な
っ
て
い
た
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
そ
ん
な
に
気
に
な
る
な
ら
、
あ
の
女
に
直
接
聞
い
て
み
た
ら
ど
う
だ
」

そ
し
て
、
彼
ら
は
宮
中
に
向
か
う
の
で
あ
っ
た
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呂
布
・
貂
蝉
編
 

前
編
（
後
書
き
）

後
編
へ
続
く
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呂
布
・
貂
蝉
編
 

後
編
（
前
書
き
）

最
新
話
で
す
。
し
ば
ら
く
不
定
期
更
新
と
な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し

ま
す
。
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呂
布
・
貂
蝉
編
 

後
編

己
の
魂
の
声
に

殉
ず
る
者
だ
け
が

生
き
た
証
を
�

手
に
す
る
事
が
出
来
る

こ
こ
は
?
陽
宮
殿
で
は
董
卓
ザ
ク
、
李
儒
シ
ャ
ッ
コ
ー
、
張
譲
が
あ
る
人
物
達

の
前
に
立
っ
て
い
た

李
儒
シ
ャ
ッ
コ
ー

「
さ
て
貴
殿
ら
が
何
故
こ
こ
に
呼
ば
れ
た
の
か
も
う
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
な
？

丁
原
将
軍
に
も
う
一
人
の
董
卓
殿
・
・
・
・
」

そ
れ
は
丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
、
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
、
月
、
詠
、
恋
、
音
々

音
で
あ
っ
た

呂
布
・
貂
蝉
編
 

後
編

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
は
て
・
・
何
の
こ
と
で
す
か
な
？
」

月「
お
し
ゃ
っ
て
い
る
意
味
が
理
解
し
ま
せ
ん
け
ど
・
・
・
・
」

李
儒
シ
ャ
ッ
コ
ー
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「
お
や
、
ご
存
じ
あ
り
ま
せ
ん
か
？
貴
殿
ら
が
王
允
と
張
温
と
結
託
し
て
董
卓

将
軍
を
暗
殺
を
た
く
ら
ん
で
い
る
・
・
・
と
の
う
わ
さ
・
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
暗
殺
？
こ
れ
は
ま
た
誰
が
そ
の
よ
う
な
ば
か
ば
か
し
い
噂
を
・
・
・
・
」

月「
そ
う
で
す
ね
。
そ
も
そ
も
王
允
様
と
は
花
見
の
席
で
お
会
い
し
て
以
来
も
う

随
分
と
・
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
と
月
は
と
ぼ
け
続
け
る
が
・
・
・
・
・

董
卓
ザ
ク

「
聞
こ
え
て
お
る
ぞ
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
、
月

「
「
え
！
？
」
」

董
卓
ザ
ク

「
そ
れ
は
真
っ
赤
な
嘘
だ
と
貴
様
ら
の
魂
が
叫
ん
で
お
る
わ
！
！
」

張
譲

「
苦
し
い
言
い
訳
は
無
駄
だ
ぞ
」

そ
し
て
、
兵
士
達
は
六
人
を
囲
ん
だ

李
儒
シ
ャ
ッ
コ
ー

「
逆
賊
、
丁
原
！
！
並
び
に
そ
の
者
達
、
潔
く
縛
に
つ
け
い
！
！
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
、
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
、
恋
は
武
器
を
構
え
た
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丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
ふ
、
ふ
ふ
ふ
ふ
・
・
・
・
・
こ
の
ワ
シ
を
逆
族
と
申
し
た
か
・
・
・
・
！
！

う
ぬ
ら
ご
と
き
に
逆
族
呼
ば
わ
り
さ
れ
る
筋
合
い
な
ど
な
い
わ
！
！
」

恋「
月
・
・
・
皆
・
・
・
・
下
が
っ
て
て
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
死
ね
ぇ
！
！
！
」

丁
原
リ
グ
・
・
コ
ン
テ
ィ
オ
は
董
卓
ザ
ク
に
攻
撃
す
る
が
防
が
れ
て
し
ま
っ
た

董
卓
ザ
ク

「
愚
か
者
め
！
！
滅
殺
爆
煉
弾
！
！
！
！
！
」

董
卓
ザ
ク
は
必
殺
技
を
放
っ
た
。
そ
し
て
・
・
・
・

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
奉
先
、
恋
！
！
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
御
意
！
！
」

恋「
ん
・
・
・
・
」

三
人
は
武
器
を
構
え
た

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
、
恋
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「
「
双
風
！
！
」
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
迅
雷
！
！
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
、
丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
、
恋

「
「
「
爆
裂
衝
！
！
！
！
！
！
」
」
」

三
人
の
攻
撃
で
大
爆
発
が
起
き
た
。

月「
き
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
」

そ
し
て
、
爆
発
が
は
れ
る
と
そ
こ
に
は
大
穴
が
あ
い
て
い
た

李
儒
シ
ャ
ッ
コ
ー

「
ご
・
・
ご
無
事
で
す
か
、
董
卓
様
、
張
譲
殿
！
！
」

董
卓
ザ
ク

「
ふ
ふ
ふ
・
・
・
・
さ
す
が
は
戦
慄
の
雷
将
・
丁
原
！
！
老
い
た
と
は
い
え
そ

の
力
侮
り
が
た
い
も
の
よ
。
貴
公
ら
は
す
ぐ
に
奴
ら
を
追
え
！
！
」

張
譲

「
け
し
て
逃
が
し
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
！
！
」

董
卓
ザ
ク
は
部
下
達
に
探
さ
せ
た

藍（
我
ら
は
な
ん
と
か
し
て
月
様
達
を
み
つ
け
る
の
だ
！
！
）
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華
雄
ザ
ン
ネ
ッ
ク

（
わ
か
っ
た
）

す
る
と
・
・
・
・

董
卓
ザ
ク

「
そ
れ
に
し
て
も
丁
原
の
連
れ
て
い
た
二
人
・
・
あ
の
丁
原
と
技
を
合
わ
せ
る

二
人
・
・
・
あ
の
丁
原
と
技
を
合
わ
せ
る
と
は
た
だ
も
の
で
は
あ
る
ま
い
李
儒
、

何
者
じ
ゃ
？
」

李
儒
シ
ャ
ッ
コ
ー

「
二
人
と
も
丁
原
の
養
子
で
、
確
か
二
人
と
も
呂
布
奉
先
と
申
し
ま
し
た
か
・
・

・
」

董
卓
ザ
ク

「
呂
布
か
・
・
・
・
」

張
譲

「
興
味
深
い
な
・
・
・
・
」

そ
の
こ
ろ

藍「
月
様
、
ご
無
事
で
・
・
・
」

月「
恋
さ
ん
が
助
け
て
く
れ
た
ん
で
す
」

恋「
恋
、
奉
先
と
お
父
様
を
追
う
」
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詠「
そ
う
ね
。
早
く
し
な
い
と
追
手
が
来
る
わ
よ
」

月
達
も
合
流
し
て
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
と
丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
は
・
・
・
・
・

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
う
ぐ
・
・
・
・
・
こ
こ
は
地
下
牢
か
・
・
・
・
」

二
人
が
落
ち
た
の
は
地
下
牢
で
あ
っ
た

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
董
卓
を
討
ち
損
し
た
の
は
無
念
だ
が
・
・
・
月
達
と
合
流
し
て
こ
こ
は
い
っ

た
ん
退
く
ぞ
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
・
・
・
・
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
ど
う
し
た
奉
先
？
」

す
る
と
突
然
、
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
は
何
か
を
感
じ
始
め
た

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
親
父
殿
に
は
聞
こ
え
ぬ
の
か
、
こ
の
声
が
！
！
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
声
だ
と
・
・
・
？
」
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呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
聞
こ
え
る
・
・
・
魂
の
叫
び
が
！
！
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
ま
っ
待
て
奉
先
！
！
」

突
然
、
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
は
走
り
出
し
た

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
ど
こ
だ
・
・
・
戦
い
を
求
め
る
声
は
！
！
」

そ
し
て
・
・
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
は
た
ど
り
着
い
た
。
そ
こ
に
は
・
・
・
・

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
貴
様
ら
は
・
・
・
」

手
枷
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３
と
菫
が
い
た
。
し

か
し
二
人
の
体
か
ら
は
黒
い
気
で
覆
わ
れ
て
い
た
（
菫
は
茶
色
い
髪
が
銀
色
に

変
わ
っ
て
お
り
、
表
情
も
真
の
第
二
話
の
紫
苑
の
表
情
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ

て
い
た
）

馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３
、
菫

「
「
う
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
！
！
！
！
！
！
！
」

」そ
こ
へ
丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
が
た
ど
り
着
い
た

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
奉
先
、
今
の
声
は
・
・
・
・
・
！
？
・
・
・
・
・
！
！
！
？
な
ぜ
、
馬
騰
達
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が
こ
こ
に
・
・
・
・
！
？
」

す
る
と
・
・
・
馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３
と
菫
は
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
に

攻
撃
し
始
め
た
。
そ
の
時
に
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
の
仮
面
の
一
部
が
砕
か
れ
た

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
ぐ
っ
・
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
奉
先
！
！
？
・
・
・
・
・
こ
れ
は
・
・
・
ま
さ
か
・
・
・
・
闇
の
血
か
・
・
・

！
？
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
闇
・
・
！
？
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
本
能
を
赴
く
ま
ま
に
戦
い
を
求
め
る
闇
の
血
族
の
伝
説
を
聞
い
た
こ
と
あ
る

が
・
・
よ
も
や
馬
騰
達
が
そ
う
だ
っ
た
と
は
・
・
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
ふ
ふ
ふ
・
・
面
白
い
！
！
聞
こ
え
る
ぞ
！
！
荒
ぶ
る
魂
の
声
が
！
！
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
は
馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３
と
菫
に
向
か
っ
た

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
奉
先
よ
せ
！
！
い
か
に
お
前
で
も
闇
の
力
が
相
手
で
は
・
・
・
・
・
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
は
馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３
と
菫
と
互
角
に
戦
っ
て

い
た
。
そ
れ
を
み
た
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
は
・
・
・
・
・
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呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
ふ
ふ
ふ
・
・
・
・
ふ
は
は
は
は
は
！
！
こ
れ
だ
！
！
こ
れ
こ
そ
俺
の
求
め
続

け
た
物
！
！
こ
の
む
き
出
し
の
闘
争
本
能
！
！
た
ぎ
る
！
！
昂
る
ッ
！
！
！
魂

い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
！
！
」

そ
の
戦
い
を
見
た
丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
は
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
奉
先
・
・
・
お
前
は
・
・
・
・
な
・
・
・
何
と
い
う
こ
と
だ
・
・
・
あ
の
姿

は
ま
る
で
・
・
地
獄
の
修
羅
で
は
な
い
か
・
・
・
・
！
！
」

そ
し
て
・
・
・

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
や
め
ろ
奉
先
！
！
！
」

な
ん
と
丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
は
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
り
、

重
傷
を
負
っ
て
し
ま
っ
た

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
ぐ
っ
・
・
・
・
こ
の
ま
ま
で
は
・
・
・
・
じ
・
・
迅
雷
・
・
・
・
大
烈
斬
！

！
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
何
！
！
？
」

馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３
、
菫

「
「
う
が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
」
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
は
馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３
と
菫
に
攻
撃
し
た
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馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３

「
ぐ
・
・
・
う
・
・
・
俺
は
・
・
・
い
っ
た
い
・
・
・
菫
・
・
・
大
丈
夫
か
？
」

菫「
あ
た
し
は
な
ん
と
か
・
・
・
」

馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３
と
菫
は
正
気
を
取
り
戻
し
た
の
で
あ
っ
た

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
し
ょ
・
・
・
正
気
を
取
り
戻
し
た
か
・
・
・
・
・
馬
騰
達
よ
・
・
・
・
」

馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３

「
丁
原
将
軍
！
！
こ
れ
は
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
に
げ
ろ
・
・
・
馬
騰
・
・
・
・
・
」

菫「
え
・
・
・
・
！
？
」

そ
し
て
、
そ
れ
を
み
た
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
は
・
・
・
・

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
何
故
だ
・
・
・
邪
魔
を
す
る
な
あ
！
！
！
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
ぐ
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
」

菫
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「
お
前
は
！
！
？
」

そ
の
ま
ま
丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
を
切
り
裂
い
た
。
二
人
は
呂
布
ト
ー
ル
ギ

ス
の
様
子
を
見
て
驚
い
た

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
こ
の
者
は
・
・
・
す
で
に
人
に
あ
ら
ず
・
・
・
・
戦
神
に
魅
入
ら
れ
た
・
・
・

・
修
羅
！
！
」

馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３

「
修
羅
・
・
・
・
・
！
？
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
い
・
・
・
・
行
け
馬
騰
・
・
・
貴
公
ら
に
は
ま
だ
・
・
・
・
為
さ
な
け
れ
ば
・

・
・
な
ら
ぬ
・
・
・
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
・
・
・
・
」

菫「
丁
原
将
軍
！
！
」

そ
し
て
、
馬
騰
ブ
ル
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
３
と
菫
は
ど
こ
か
へ
と
逃
げ
去
っ
た

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
詫
び
は
言
わ
ぬ
ぞ
・
・
親
父
殿
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
ふ
・
・
・
見
誤
っ
た
わ
・
・
ワ
シ
は
・
・
・
恐
ろ
し
い
侠
を
生
ん
で
し
ま
っ

た
・
・
・
・
！
！
」

と
い
う
と
丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
は
意
識
を
失
っ
た
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呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
魂
の
声
を
聞
け
ぬ
侠
に
は
分
る
ま
い
・
・
・
・
」

す
る
と
・
・
・

董
卓
ザ
ク

「
ふ
ふ
ふ
ふ
・
・
・
・
ふ
は
は
は
は
は
は
！
！
聞
こ
え
る
ぞ
・
・
・
・
貴
様
の

魂
の
声
が
！
！
ワ
シ
に
は
分
る
。
同
じ
な
の
だ
、
ワ
シ
も
貴
様
も
！
！
」

董
卓
ザ
ク
が
現
れ
て
、
鍵
を
投
げ
た

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
何
の
真
似
だ
？
」

董
卓
ザ
ク

「
王
允
の
鍵
だ
・
・
・
好
き
に
す
る
が
い
い
。
王
允
を
餌
に
馬
騰
達
を
お
び
き

寄
せ
る
の
も
よ
し
・
・
別
の
得
物
を
狙
う
も
よ
し
・
・
・
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
・
・
・
・
・
・
・
・
」

そ
の
こ
ろ
、
丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
は
瀕
死
の
状
態
で
恋
達
を
さ
が
し
て
い

た
。
す
る
と
・
・

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
恋
・
・
・
・
月
殿
！
！
」

恋「
義
父
様
・
・
・
」
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月「
丁
原
将
軍
！
！
」

つ
い
に
出
会
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た

華
雄
ザ
ン
ネ
ッ
ク

「
い
っ
た
い
・
・
・
ど
う
な
さ
れ
た
の
だ
！
！
？
そ
の
傷
は
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
奉
先
を
・
・
・
・
止
め
よ
う
と
し
た
ら
・
・
こ
の
あ
り
さ
ま
だ
」

詠「
そ
ん
な
！
？
」

音
々
音

「
そ
れ
で
呂
布
殿
は
ど
ち
ら
に
・
・
・
・
？
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
奉
先
は
先
ほ
ど
王
允
殿
を
連
れ
て
ど
こ
か
へ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
・
」

月「
王
允
様
を
！
！
？
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

「
嫌
な
予
感
が
す
る
・
・
・
・
は
や
・
・
と
め
・
・
・
・
」

そ
う
言
い
き
る
前
に
丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
は
絶
命
し
た

月「
丁
原
将
軍
！
！
？
」
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恋「
…
…
恋
は
、
奉
先
を
追
う
。
皆
も
、
こ
こ
離
れ
た
方
が
い
い
…
」

恋
は
そ
の
ま
ま
走
り
出
し
た
。

藍「
早
く
し
な
い
と
追
手
が
来
ま
す
。
行
き
ま
し
ょ
う
」

詠「
わ
か
っ
た
わ
。
月
・
・
」

月「
う
ん
・
・
・
・
」

そ
し
て
、
月
達
も
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
を
追
い
か
け
始
め
た
の
で
あ
っ
た

そ
の
こ
ろ
丁
原
邸
で
は
貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
は
丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ
の
帰
り

を
待
っ
て
い
た
。
す
る
と
物
音
を
感
じ
た
。

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
ち
・
・
・
・
父
上
・
・
・
・
！
？
」

王
允
ジ
オ
ン
グ

「
う
っ
・
・
・
う
ぐ
・
・
・
貂
蝉
・
・
・
・
・
・
！
！
」

さ
ら
に
そ
こ
へ
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
が
現
れ
た

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
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「
丁
原
は
・
・
・
・
死
ん
だ
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
お
前
は
・
・
そ
こ
ま
で
・
・
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
馬
騰
を
連
れ
て
こ
い
」

そ
し
て
、
貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
は
扇
を
開
い
た

王
允
ジ
オ
ン
グ

「
！
？
い
か
ん
貂
蝉
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
父
上
・
・
・
」

丁
原
リ
グ
・
コ
ン
テ
ィ
オ

『
父
親
を
見
殺
し
し
た
と
な
れ
ば
心
に
は
一
生
消
え
な
い
傷
が
残
る
。
ワ
シ
は

お
前
に
そ
ひ
の
よ
う
な
悲
し
い
人
生
を
歩
ま
せ
た
く
な
い
の
だ
』

求
め
た
の
は
お
前
だ

己
の
魂
の
声
に
殉
ず
る

魂
の
・
・
・
声
に

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
父
上
・
・
・
私
は
・
・
・
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
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「
そ
う
か
・
・
・
・
お
前
も
同
じ
か
・
・
・
聞
け
！
！
！
魂
の
叫
び
を
！
！
」

そ
し
て
、
一
瞬
で
済
ん
だ
貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
は
王
允
ジ
オ
ン
グ
の
首
を
は
ね
飛

ば
し
た

恋「
奉
先
・
・
・
・
！
！
！
？
」

そ
こ
へ
恋
が
駆
け
つ
け
た
。

恋「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

そ
こ
へ

詠「
は
あ
・
・
・
は
あ
・
・
・
・
」

音
々
音

「
恋
殿
、
呂
布
殿
も
・
・
王
允
様
は
・
・
・
・
」

恋「
遅
か
っ
た
・
・
・
・
間
に
合
わ
な
か
っ
た
・
・
・
・
」
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藍「
何
！
！
？
」

月「
い
っ
た
い
・
・
・
何
が
・
・
・
」

す
る
と
月
の
足
元
に
何
か
が
あ
た
っ
た
。
そ
れ
は
王
允
ジ
オ
ン
グ
の
首
で
あ
っ
た

月「
！
！
」

月
は
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
ま
り
倒
れ
て
し
ま
っ
た

詠「
月
！
！
？
」

華
雄
ザ
ン
ネ
ッ
ク

「
な
ん
と
い
う
こ
と
だ
・
・
・
・
」

音
々
音

「
呂
布
殿
・
・
・
な
ん
と
い
う
こ
と
を
・
・
・
・
」

恋「
違
う
・
・
・
・
」

音
々
音

「
え
！
？
」

恋「
恋
は
見
た
・
・
・
王
允
様
を
斬
っ
た
の
は
奉
先
じ
ゃ
な
い
・
・
・
・
」
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呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
や
っ
た
の
は
・
・
・
・
こ
の
女
だ
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
は
貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
を
指
差
し
た
。
一
同
は
驚
い
た

藍「
な
ん
だ
と
、
自
ら
父
を
殺
め
た
と
い
う
の
か
！
！
？
」

詠「
な
ん
で
・
・
・
な
ん
で
王
允
様
を
殺
し
た
の
よ
！
！
？
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
聞
こ
え
た
か
ら
・
・
・
・
・
」

音
々
音

「
え
！
！
？
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
魂
の
声
が
聞
こ
え
た
か
ら
・
・
・
・
」

藍「
ど
う
い
う
こ
と
だ
・
・
・
」

音
々
音

「
呂
布
殿
、
貂
蝉
殿
に
何
を
吹
き
こ
ん
だ
の
で
す
か
！
！
？
」

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
勘
違
い
す
る
な
。
王
允
を
斬
っ
た
の
は
・
・
・
・
こ
の
女
の
意
思
だ
」
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そ
し
て
、
詠
は
が
っ
く
り
と
う
な
だ
れ
る

詠「
も
う
だ
め
だ
わ
・
・
・
何
も
か
も
お
し
ま
い
よ
」

そ
の
こ
ろ
、
何
進
は
・
・
・

何
進

「
張
譲
よ
、
こ
れ
は
な
ん
の
真
似
じ
ゃ
！
？
」

張
譲

「
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
・
・
・
・
何
進
大
将
軍
・
・
・
い
や
逆
賊
何
進
、
貴
様
を
反
逆

者
の
罪
で
拘
束
す
る
！
！
？
」

張
譲
の
手
に
よ
っ
て
捕
ま
っ
て
し
ま
っ
た

そ
し
て
・
・
・
・
董
卓
ザ
ク
は

董
卓
ザ
ク

「
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
・
・
・
・
王
允
と
丁
原
が
死
ん
で
、
あ
の
小
娘
も
張
譲
の
言
う

通
り
に
す
れ
ば
・
・
・
ワ
シ
の
未
来
も
案
泰
じ
ゃ
・
・
・
ふ
は
は
は
は
は
は
は

は
は
は
は
は
は
は
！
！
！
！
！
」

そ
し
て
・
・
・
・
・

呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス

「
聞
こ
え
る
か
・
・
・
俺
の
魂
の
声
が
・
・
・
・
・
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」



49

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
は
呂
布
ト
ー
ル
ギ
ス
の
仮
面
を
取
っ
た

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
聞
こ
え
て
い
る
と
も
・
・
・
奉
先
・
・
・
」

そ
の
後
、
月
は
董
卓
ザ
ク
と
張
譲
の
手
に
よ
っ
て
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た

月「
な
ぜ
・
・
・
呂
布
さ
ん
と
貂
蝉
が
・
・
・
」

月
は
悲
し
み
を
ぶ
つ
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た

そ
う
だ
・
・
・

求
め
た
の
は
・
・
・
・

己
の
魂
に
殉
ず
る
者
だ
け
が
生
き
た
証
を
手
に
す
る
事
が
出
来
る

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
な
ら
ば
例
え
こ
の
身
が
滅
び
よ
う
と
も
・
・
・
聞
き
続
け
よ
う
・
・
・
・
ど

こ
ま
で
も
供
に
堕
ち
て
い
こ
う
・
・
・
」

月「
お
二
人
を
修
羅
の
道
か
ら
救
っ
て
く
だ
さ
い
・
・
・
・
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
奪
う
が
い
い
・
・
求
め
る
が
い
い
」

月
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「
お
願
い
し
ま
す
・
・
・
こ
れ
以
上
罪
な
き
人
か
ら
何
も
奪
わ
な
い
で
、
こ
の

三
璃
紗
は
闇
に
包
ま
れ
ま
す
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ

「
私
は
今
・
・
・
生
き
て
い
る
」

月「
私
は
今
、
生
か
さ
れ
て
い
る
」

貂
蝉
キ
ュ
ベ
レ
イ
、
月

「
「
こ
の
地
獄
の
果
て
で
！
！
」
」

月「
私
は
待
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
璃
紗
の
闇
を
払
う
・
・
・
光
を
・
・
・
」
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呂
布
・
貂
蝉
編
 

後
編
（
後
書
き
）

孫
策
・
周
喩
編
へ
続
く
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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